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十勝農業の今を知り 未来を読み解く

生
乳
生
産
、11
年
連
続
最
高
へ
。生
産
抑
制
の
影
も

生乳生産は過去最高を更新する見通しも、生産抑制が影を落としている酪農現場

酪    

農

酪    

農

高
水
準
と
な
っ
た
。

　
年
末
年
始
の
処
理
不
可
能
乳
の
問

題
は
、乳
業
メ
ー
カ
ー
の
フ
ル
操
業
や

消
費
喚
起
策
な
ど
で
大
量
廃
棄
が
回

避
さ
れ
た
。今
後
は
、全
国
的
に
生
乳

生
産
が
増
え
る
半
面
、学
校
の
春
休

み
や
コ
ロ
ナ
禍
の
臨
時
休
校
な
ど
で

需
要
は
不
安
定
で
、年
度
末
か
ら
6

月
に
か
け
て
は
再
び
生
乳
余
剰
の
懸

念
が
強
ま
ってい
る
。

　
22
年
度
も
こ
の
状
況
は
続
く
と
み

ら
れ
、道
農
協
酪
農・畜
産
対
策
本
部

委
員
会
は
生
産
目
標
を
、こ
れ
ま
で

基
本
と
し
て
い
た
3
％
の
伸
び
率
を

1
％
に
抑
え
る
方
針
。た
だ
、こ
れ
ま

で
の
増
産
の
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
き

た
中
で
生
産
抑
制
の
方
針
転
換
に
、

酪
農
現
場
や
関
係
者
は
難
し
い
対
応

を
迫
ら
れ
てい
る
。

　
ホ
ク
レ
ン
が
取
り
扱
う
十
勝
管
内

の
生
乳
受
託
量
は
、2
0
2
1
年
4

月
〜
22
年
2
月
、前
年
同
期
比
で
4・

5
％
増
の
1
2
1
万
3
2
9
㌧
に
達

し
た
。全
道
の
3
分
の
1
を
占
め
て
、

道
内
の
生
乳
生
産
を
け
ん
引
し
て
い

る
。20
年
度
は
1
2
6
万
㌧
で
、11
年

連
続
で
過
去
最
高
の
更
新
が
視
野
に

入
る
。

　
十
勝
の
酪
農
は
、増
産
を
促
す
畜
産

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の
活
用
な
ど
で
規

模
拡
大
が
進
ん
で
き
た
。昨
年
は
、牧

草
や
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
良
質

で
、順
調
に
乳
量
が
増
加
し
て
き
た
。

　一方
、長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
、牛
乳・乳
製
品
の
需
要
が
減
り

在
庫
が
拡
大
。2
月
下
旬
の
時
点
で
、

在
庫
は
バ
タ
ー
3
万
7
1
0
0
㌧
で

前
年
比
5・8
％
増
、脱
脂
粉
乳
は
9

万
4
6
0
0
㌧
で
15
％
増
と
過
去
最

で自給肥料
（ふん尿）の力を見直そう

専用資材「リサイクル・メイト」による嫌気性処理

あなたの牧場と十勝農業のために
「リサイクル・メイト」は嫌気性菌主体の複合微生物群と酵素による
家畜ふん尿専用の発酵促進剤です。（好気性処理施設でも使用可）
生と好気性処理のふん尿にはない、高機能な働きを持つ自給肥料にリサイクルします。

表1

表2

●資材費を含めたトータルの処理コストは、好気性処理に比べ1/3の削減  表1 
●生ふん尿や好気性処理に比べ、悪臭の発生を強力に抑制、肥効も大
　病原体を伝播するハエなどの害虫発生を抑制、牛・作物の健康と品質向上に貢献  表2 

●宮崎大学産業動物防疫リサーチセンターの研究室での試験では、DD（趾皮膚炎）由来
　トレポネーマの増殖を強力に抑制することが判明

●牛通路のすべりの原因となるぬめり（バイオフィルム）を分解除去することも確認

〔参考〕スラリー施与時のアンモニア揮散量は、施与されたアンモニア態窒素の23～55%にもなるので、
　　　窒素資源の有効利用の面からも、揮散防止は重要である。

           
 「草地学の基礎」（農文協）より
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